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＜連絡事項＞

　｢全体連絡会議｣

　【庶務管理室】

　・　下駄箱が分からない方の下足は、木の棚に置いていますが今週めどに撤去しますので、自分の物は片付ける様にして下さい。

　・　新しい制服の対象者

　　　　　＊　新しい病棟移動になって、その病棟で制服が変わる方

　　　　　＊　男性看護職員

　　　　　＊　今着用しているが、破損のある方

　　　は、発注かけるので庶務管理室へサイズを今週中に伝えて下さい。

· ４月２０日　（木）　１３：３０～　六角堂祭があります。皮膚科診察と重なる為、調整していきます。

· 変更となった患者様の担当医についてメールで各部署は確認して下さい。

　【防災委員会】

　・　４月１４日　１３：１０～消防訓練を行います。今回は、北病棟の病室より出火を想定し

　　　訓練を行う予定です。

　【医事室】

　・　今週　歯科　１３名受診予定です。

　【ソーシャルワーク室】

　・　４月１２日（火）１３：３０～、４月２６日（火）１３：３０～症例検討会が行われます。

　・　４月１２日（火）　行動制限最小化検討会が行われます。

　【薬局】

　・　４月で期限切れの薬（パーロデル、ロートエキス散、ドパミン）があります。

　【看護課】

　・　ゴミ捨て場に引越しの荷造りのゴミがあり、その中に精神科看護雑誌や学術抄録集がむ

　　　き出しになって捨てられてありました。これらは、個人情報となるので外から見て分か

　　　らないよう、ルールを守ってゴミを出してください。

　・　４月６日（水）野沢先生の都合で、１２：1５～皮膚科診察となります。（北・西病棟）

　・　４月中に委員会のメンバー決定します。

　・　西病棟より、西サンルームの工事が昨日・今日で終了します。

　【電算化委員会】

　・　４月１６日より人事異動ありｗｉｚの中の氏名等変えていくので、４月１５日１３：００～、４月１６日朝までの間ワークフロー新申請は控えてください。メール、回覧は出来る

　　　そうです。

　【春の会幹事より】

　・　４月２０日　春の会があります。会費５０００円を払っていない方は、夏堀さんまで

　　　お願いします。

「内科診察」

· 大平　よし様～活発に歩行していることもあり、両下肢の浮腫改善してきているがまだ見ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

れる為、本日昼から臨時薬継続処方となっています。適宜、下肢挙上したり

しながら状態観察していきましょう。

· 佐々木　喜代治様～肺炎が治癒しない為、本日昼から臨時薬継続処方となっています。発熱　　　

　　　　　　　　　　　や食事のむせこみも引き続き状態観察していきましょう。

· ツベルクリン反応検査（黒澤　重子様、工藤　孝一様、上野　眞二様、三浦　トシ様、槙　滋様）　５名施行しています。判定は４月７日となっています。

· 山内　トシエ様～本日　１０：００退院となっています。

· 中川原　清美様～盗食が見られる為、１人テーブルに座ってもらい、食事摂取して頂きま

　　　　　　　　　　しょう。

・　上野　眞二様～奥様より情報で、家に居る時も夜間叫ぶ事があり、体位交換や踵部（本人はくるぶしと言う）をマッサージしてほしいようなので、叫ばれた時等行って

　　　　　　　　　あげて下さい。

・　４月１日　個人情報保護法という法律が出来ました。個人の情報を漏らした本人が家族より

　　損害賠償で訴えられる事になるので、気を付けて下さい。研修会を設けたり、誓約書をかいてもらうそうです。

・　東主任が書籍書き下ろしました。「精神科　看護観察のキーポイント」だそうです。病棟毎

　　でもまとめて注文するので、看護課長まで知らせて下さい。

・　ソーシャルワーカーの柳澤さんが精神保健福祉士取得したそうです。

　

＜市橋　ひで様のテレビ破損について＞

　　　患者様の安全を守れる療養環境をつくるためにスタッフはどのような行動をとるべきか話あっています。看護課長よりコメントがありました。

３月３０日のカンファより

・人員が少ない時は、Ｃホールへ誘導し、近くで事故のないよう見守る。

・徘徊が著しい時は、椅子に座り休んでいただく。

・患者様がテレビを見ていないときは、Ｃユニットスタッフオフィス内に置き、施錠して危険予防に努める。→課長より「それだけの手間を自分たちがかける事ができるのか？

・夜間はＣユニットスタッフオフィス内に置き、施錠して危険予防に努める。

　　　　→課長より「落としにくい設置方法で検討するのが正しい⇒庶務管理課と相談」

・危険物、障害物の除去

· 患者様の所在の確認、何をしているのかこまめに巡回する。

３月３１日のカンファより

・　椅子に座って休んでいただく。→課長より「座っていられるのか？」

・　座ってもらった方が良いが、本人は歩きたいと思うのではないか？　　

・　スタッフの近くで徘徊していただき、歩こうとしているのを止めるのではなく、広いホールの方へ(例えばＤホールなど)方向転換をするよう促す。→課長より「自分達がついて歩く事がケアとなる。」

・　通り道にテレビを置かない。→課長より「テレビだけではないその他の危険因子は？」

· 患者様には居たい所に居ていただき、トラブルの多い患者様はスタッフの近くで過ごしてい

ただく。その他もこまめに巡視する。→課長より「スタッフが側に行き、見守るが正しい。」

　　　

話し合いの結果

　スタッフはＤホールに１人、Ｄホール近くの廊下に１人配置し２名で行う。廊下で見守りをするスタッフは、こまめな巡回を行う。又、トラブル、事故防止を行う。→課長より「患者様は

好きなところを歩きたい！」

話し合いの結果や課長のコメントをふまえ、常時付き添い、事故を防止していきます。

